























































ローンは、コーディング領域の 5’側が約 20 塩基欠落していることが判明した。そのため、根粒
から RNAを抽出し、5’RACE法を用いて欠落している 5’側の cDNAを増幅した。次に、得られ
た 5’RACE 産物を EST クローンに連結することで、最終的に候補遺伝子のコーディング領域の
全長を含むクローンを作製した。
以上のように、本研究では、F39変異体が根粒菌の共生過程に関与する遺伝子の変異と予測さ
れる Fix-変異体であることが明らかになった。さらに、F39原因遺伝子の候補遺伝子が特定され、
その cDNAクローンが得られた。今後、クローニングした遺伝子を用いて、相補実験、発現解析
を行う予定である。
